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島根原子力発電所の原子力防災対策について、島根県、鳥取県および中国電力が相互
に連携、協力を図る。

○ 平時の情報共有

○ 緊急時の協力

鳥取県が実施する原子力防災対策に係る経費のうち国の財源措置が
行われないものについて、一定の継続性をもって応分の負担をする。

○ 財源の協力

② 財源協力協定

相互
連携

① 防災協力協定

島根県

鳥取県

中国電力
(株)

要員や資機材などの情報

避難退域時検査、緊急時モニタリング、避難用福祉車両の確保など

（主な内容）

目的

目的

島根地域の原子力防災対策について、中国電力の役割を明確にし、島根県・鳥取県・中国電力との３者で相互に
連携・協力して、避難計画等のさらなる実効性の向上を図っていく。

日 時：令和４年７月６日（水）午前１０時から
締結者：島根県知事、中国電力(株)社長、鳥取県知事

意義

調印式の開催

防災協力協定・財源協力協定の締結について



「変異株による感染急増警戒情報」の発令

新型コロナウイルス 陽性

L452Rスクリーニング検査

BA.4又は
BA.5系統疑い

BA.1又はBA.2
系統疑い

L452R
変異あり

L452R以外の
変異あり

＜変異株スクリーニング検査スキーム＞

ゲノム解析

変異株の系統確定

BA.2.12.1
系統疑い

L452の
変異なし

系統 検出状況等 主な変異

BA.4
・2022年1月南アフリカで初確認
・岡山県、兵庫県で確認

L452R
F486V

BA.5

・2022年2月南アフリカで初確認
・東京都、佐賀県、島根県等で確認
東京都スクリーニングは約14%が
BA.5疑い

L452R
F486V

BA.2.12.1
・2022年3月中旬以降米国で検出
・東京都、大阪府、山口県、島根県等で確認

L452Q
E484A

＜各系統の検出状況等＞

保健所応援体制の強化
県職員の集団感染を踏まえ、職員の感染対策を強化・徹底
併せて、医療関係者や市町村へ警戒呼びかけ

○オミクロン株の「BA.4又はBA.5系統疑い」及び「BA.2.12.1系統」を初確認
・６月下旬 東部・西部「BA.4又はBA.5系統疑い」２８件（L452R変異株スクリーニング）
・６月中～下旬 東部「BA.2.12.1系統」９件（６件ゲノム解析完了、疑い３件L45２R変異株スクリーニング）

○本日、県内全域に「変異株による感染急増警戒情報」を発令
・いずれの系統も従来のBA.2系統より感染力が強いと言われています。
・感染防止対策の徹底をお願いします。



最近の感染事例

 学校生活での集団感染
→複数の部活動で感染の広がりを確認

 職場内や飲食に絡む感染拡大が散見される

【推定感染経路割合の推移】
新規陽性者数割合
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不明

その他

県外往来

医療機関

高齢者福祉施設

学校・児童福祉施設

会食・飲食店

職場

家庭

新規陽性者数計



区 域 鳥取県全域
期 間 令和４年6月28日から7月３1日まで
要請内容
 職場、飲食、学校生活、友人との会合などにおいて、感染防止対策の徹底をお願いします。

 無料検査を７月31日まで延長しますので、安心して活動していただくために、積極的な受検

をお願いします。（現在95ヶ所の無料検査所を開設中（東部：40、中部：23、西部：32））

 エアコン使用時に定期的な窓開け換気をお願いします。

 “飛沫”を意識してメリハリのあるマスク着用をお願いします。

 こまめに手洗い、消毒、換気などの基本的な感染防止対策の徹底をお願いします。

 検温など体調把握に努め、御自身の体調の悪い場合だけでなく、御家族に体調不良者がい

る場合は、登校・出勤等は控えていただくようお願いします。

 県外往来された際は、帰県後１週間は、大人数での会食、混雑した場所、換気の悪い場所など

感染リスクの高い場所を避けるようお願いします。

特措法第24条第９項による「感染防御強化月間」への協力要請
感染力の強いBA.4、BA.5、BA.2.12.1系統が広がってきたことから、感染防止対策
の徹底を要請します。

夏休みに入ると接触機会が増加しますので、感染対策のマナーを守って楽しい夏を過ご
しましょう。

4



病床確保に関する協定締結

各病院と病床確保の協定を締結し、これまで要請文書でその都度依頼
していた病床確保のより一層の円滑化を推進

【これまでの病床確保】
 各病院や医師会と緊密に意見交換し、意思疎通しながら病床確保計画を策定・改定

 病床確保計画に沿って各病院が患者受入れ（実績に応じて空床補償）

➡ 全病院が要請どおり病床を確保し、鳥取県では受入拒否は発生していない

増床に向けた協議経過 確保病床数

R2.1.30 感染者国内初確認(1/16)を受け、医師会、指定医療機関等との対策検討会議を開催 １２床 （感染症病床のみ）

R2.2.22 医療提供体制検討プロジェクト会議（実務レベル会議）を設置・開催 １５３床へ増床

R2.3.23 医療体制協議会（代表者会議）を設置・開催 293床へ増床

R2.7.28 病床確保計画を策定（医療提供体制検討プロジェクト会議で承認） ３１３床 （人口比全国１位）

R3.11.30 第６波に向け病床確保計画を改定（医療提供体制検討プロジェクト会議で承認） ３５０床 （人口比全国３位）

※本日(6/28)付けで県立中央病院、県立厚生病院、鳥取大学医学部附属病院と締結。（他の病院とも締結予定）

【協定のポイント】

入院協力医療機関は要請後１週間以内に受入れ準備を完了

県は確保病床の空床を補償し、必要な設備整備を支援



＼ “脱炭素社会の実現に向けた取組”を自ら実践し広める／

「とっとりエコライフ構想（愛称：トットリボーン！） 」

とっとりSDGsネットワーク会議開催 （７／４）

全国初となる既存住宅の省エネ改修基準を策定し、７月１日から
認定・助成を開始
『Re NE-ST』（リネスト）に認定された住宅には最大２００万円を助成
「株式会社鳥取CLT」県産材を活用した木製内窓を開発（７月１日から販売開始）

・ 環境と健康にやさしく暮らし はたらく

・ 再生可能エネルギーを 地産地消

・ スマートムーブで暮らす

・ 森林整備や森林資源の活用

SDGs達成に向けて「とっとりエコライフ構想」などを官民連携で推進。
５月に「SDGs未来都市」に選定されたのを契機に、持続可能な社会実現に向けた連携・協働による実践を加速。

「とっとりエコライフ構想」にチャレンジする企業等の登録制度創設 （６／２８～）

いずれかにチャレンジ とっとりエコライフ パートナー
すべてにチャレンジ とっとりエコライフ プラチナパートナー

改修パターン 省エネ改修
助成

住まいる
助成

合計

全面改修『Re NE-ST』
家全体を断熱材で包む改修

最大

１５０万円
最大

５０万円
最大

２００万円

ゾーン改修
居間や浴室、トイレ、寝室など
生活空間を限定した改修

最大

１００万円
最大

５０万円
最大

１５０万円

部分改修
窓など熱が逃げやすい箇所を
部分的に改修

最大

５０万円
最大

５０万円
最大

１００万円

Re NE－ST 制度のスタート （７／１～）

愛称 「トットリボーン！」について

○ 鳥取県でCO2削減が進み、環境先進地としてREBORN（再生）へ。
その輪がリボンの様に繋がる。

○ ロゴマーク：CO2の文字をリボン化し、青丸でゼロ化を表現。



病気などにかかわらず県民みんなが使いやすいトイレへ

◆県立施設で来週までに設置
県庁舎・花回廊等の観光施設・とりぎん文化会館等の文化施設など

◆観光施設等の民間施設に対して、設置の働きかけを実施

男性用トイレにサニタリーボックスの設置

（既存）福祉人材研修センター、障害者体育センター、公文書館、厚生病院、中央病院

● 鳥取県福祉のまちづくり条例（前文）

私たちの住む鳥取県には、四季折々の豊かな自然、歴史と文化の薫り高い風土がある。私たちは、この自然、風土に囲まれ
ながら、長い年月を経て、細やかなこころづかいと勤勉な県民性を培ってきた。この美しい郷土鳥取に、私たち一人ひとり
がその一員として自立し、尊重され、生きがいを持ちながら生活できる社会を築き上げることは、県民すべての願いである。
このような社会を実現するためには、県、市町村、事業者、県民がそれぞれの責務を果たし、協力し合いながら、高齢者、
障害者等を取り巻く様々な障壁を除去することによって、福祉のまちづくりを推進していく必要がある。ここに、私たち鳥
取県民は、互いの人権を尊重し、福祉のまちづくりを進めるための不断の努力を決意し、この条例を制定する。



（株）源吉兆庵の新事業展開

㈱源吉兆庵が米菓販売会社の本社を鳥取市に移転‼

源吉兆庵グループ米菓販売「満果惣(まんかそう)」
●本社：鎌倉市⇒鳥取市
●米菓生産の拠点がある鳥取に、販売機能も集約
●今後は鳥取工場の米菓生産能力増強を検討中

９月１日、米菓（せんべい）販売会社を鳥取市に本社移転し、生産・販売を鳥取集約

吟芳焼(ぎんぽうやき)
一番人気のふっくらとした
おせんべい

米菓販売会社の本社移転

鳥取県内でのその他の事業展開（ヨーグルト）

◎鳥取工場での生産に加え、販売機能も鳥取に集約。更なる事業
拡大と地域貢献を目指す。

源吉兆庵 「ヨーグルトフォーシーズンズ」 （源吉兆庵乳業(株)：昨年９月、米子に本社）

～いよいよ１０月より、本県の良質な水と生乳を使ったヨーグルト製造を開始！～
◎好評の果実入りヨーグルトの全国展開に向け、将来的には専用の新工場建設も。

吹寄せ(ふきよせ)
一口サイズの丸いおせん
べい等６種の味わい

【代表的な商品例】

鳥取県も本社移転・事業拡張に協力‼



世界の漫画家からのメッセージ国際平和漫画展

エントランスには「天空の水木しげるロード」

「水木しげるの妖怪 百鬼夜行展」
７月８日から六本木ヒルズで公開！

【展示概要】
・世界各国の漫画家が平和の
願いを込めて描いたヒトコマ
漫画を約130点展示。
（４名のウクライナ漫画家17
点の作品含む）

＜鳥取会場＞
７月１日（金）～１３日（水）
鳥取県立図書館２階 特別資料展示室
＜米子会場＞
７月１５日（金）～２４日（日）
米子市立図書館２階 展示ギャラリー
＜倉吉会場＞
７月３０日（土）～８月９日（火）
打吹回廊２階コミュニティホール

７月１日11時から、世界漫画家
連盟日本支部代表の
篠原ユキオ先生をお招きし、
オープニングセレモニーを開催。



そっくりさんグランプリ

吉田昌弘さん

大阪で青谷弥生人と「そっくりさん」に会える！！

「青谷弥生人」青谷上寺朗が大阪出張。
関西在住のそっくりさん入賞者４名が集結！！

①大阪府立弥生文化博物館〔関西初登場！〕

６月21日（火）～７月３日（日）
②愛媛県歴史文化博物館 〔四国初上陸！〕

７月９日（土）～７月24日（日）

青谷上寺朗の出張先

春日連太郎さん服部 学さん中川 剛さん

７月３日日曜日、午後２時。
大阪府立弥生文化博物館へ！！


